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今月の主な紙面

台風19号の被害を受けた住宅などで、連日
多くのボランティアの皆様に災害ごみの運
搬や住宅の清掃などをしていただきまし
た。10月16日には、旧更埴庁舎で松本市
から来られた有志による炊き出しが行なわ
れました。

今月の表紙

台風19号で被災された皆様へ
全国学力・学習状況調査の結果を公表し
ます
市政トピックス
平成30年度の市職員の給与や勤務状況
を公表します

……２～３

……４～５
……６～７

……8～10



3　　市報千曲　令和元年 11 月 市報千曲　令和元年 11 月　　2

台風 19 号で被災された皆様へ

国民年金保険料の免除　　

■免除期間　令和元年９月分～令和３年６月分
■対象　国民年金第１号被保険者で、住宅・宅地・
　家財など被害が最も大きい財産に係る損害が２分
　の１以上であるとき
■持ち物　年金手帳、本人確認書類、印鑑
■問い合わせ先　
〇市民課（内線 1213）
〇長野南年金事務所　（℡ 026-227-1284）

保育料 ・ 副食費の減免　　

　被災した市内の保育園・幼稚園・認定こども園に
通園する園児に対し、保育料及び副食費について減
免を行ないます。詳細が決まり次第、園より申請方
法を周知します。
■問い合わせ先　保育課（内線 1243）

災害に伴うごみチケットの無料配布　　

　災害ごみを出すためのごみチケットを無料で配布
しています。
■配布数　状況に応じて必要枚数を配布
■配布場所　市役所廃棄物対策課
■問い合わせ先　廃棄物対策課（内線 2223）

市内温泉入浴無料券の配布　　

　被災により、自宅でお風呂が使えなくなった人や
災害で被害を受けた人などが疲れをいやすために温
泉入浴無料券を作成しました。
　無料券は、区長、自治会長に配布しました。利用
の際は施設に提示してください。また、市役所でも
配布しています。
■利用できる施設　白鳥園、つるの湯、健康プラザ、
　竹林の湯
■有効期限　11 月 30 日（土）
■問い合わせ先　生活安全課（内線 2243）

手帳・受診票・予診票・通知・問診票名 持ち物など 問い合わせ先
母子健康手帳 本人確認書類（個人番号カ

ード、番号通知カード、運
転免許証など）

健康推進課（内線2121）妊婦一般健康診査受診票・産婦健康診査受診票
予防接種予診票 健康推進課（内線2113）
前立腺がん検診通知及び問診票

なし 健康推進課（内線2131）子宮頸がん検診通知及び問診票
乳房レントゲン検診（マンモグラフィ）通知及び問診票
特定健診通知及び問診票 健康推進課（内線2102）

手帳 ・ 受診票 ・ 予診票 ・ 通知 ・ 問診票の再発行

健康相談を受け付けています　

　誰もが予期しなかった災害で、心身ともに健康な
状態を取り戻すには、時間がかかるかもしれません。
眠れなかったり、イライラが続いたり、落ち込んだ
りすることは、誰にでも起こりえることです。気分
転換を上手にし、休養を取ることも大切です。
悩みや不安を一人で抱え込まず、第三者や専門家に
相談することも効果的です。
　これまでの日常生活では、感じたことの無いよう
なおかしな気分や、からだの変調を経験したり、自
分でうまくコントロールできない場合は、気軽に相
談してください。
■相談 ・ 問い合わせ先　健康推進課（内線 2131）

制度名 特例の内容

児童扶養手当・特別児童手当

災害により所有する住
宅・家財などの財産がそ
の価格のおおむね２分の
１以上の被害を受けた場
合、所得制限の適用除外

母子父子寡婦福祉資金 償還金の支払い猶予

短期入所生活援助（ショートス
テイ）事業

・被災による児童などの
　一時養護
・入所日数の延長

児童扶養手当 ・ 特別児童手当、 母子父子寡婦福祉

資金、短期入所生活援助の特例

■問い合わせ先　こども未来課（内線 1253）　

後期高齢者医療保険料の減免　　

■対象 ・ 減免割合

〇災害により住宅が全壊または流出した場合・10
　割減免
〇住宅が半壊した場合・8 割減免
■持ち物　本人確認資料、印鑑、罹災証明書
■問い合わせ先　健康推進課（内線 1223）

罹
り

災証明 （届出証明） の申請

■受付場所　市役所１階
■受付時間　午前８時 30 分～午後５時 15 分
■持ち物　各種申請書、被害状況写真、本人確認書
　類、印鑑、委任状（代理の場合）
＊申請書は、窓口、市ホームページから取得できま

す。
■問い合わせ先　危機管理防災課（内線4161）

市県民税 （個人） ・ 国民健康保険税の減免

■減免などの割合　全額免除または一部減額　
■対象

●市県民税　被災により所有する住宅や家財に、価
　格の 10 分の３以上の損害が生じたとき（保険金、
　損害賠償金などにより補てんされるべき金額を除
　く）、納税者が亡くなったとき、または障がいの
　認定を受けたとき
●国民健康保険税

○被災により所有する住宅や家財に、価格の 10 分
　の３以上の損害が生じたとき（保険金、損害賠償
　金などにより補てんされるべき金額を除く）、被
　保険者が亡くなったとき、または障がいの認定を   
　受けたとき
○本年度中の収入が著しく減少する見込みの人
■問い合わせ先　税務課（内線 1143）

介護保険料 ・ 介護サービスなどの利用者負担の減

免　

　被災により、第１号保険料の納付が困難な人及び
介護サービス等に必要な利用者負担をすることが困
難な人は、減免・免除になる場合があります。
■持ち物　罹災証明書
■問い合わせ先　高齢福祉課（内線 1153）

固定資産税 ・ 都市計画税の減免

■対象

●土地　がけ崩れ、土石流や川の氾濫により、埋没・
　崩壊・流出し利用できなくなった土地
●家屋　全壊、半壊、床上浸水の被害にあった家屋
●償却資産　浸水被害により修理、交換が必要とな
　った償却資産
■申請期限　12 月 13 日（金）
■提出書類　罹災証明書、罹災届出証明書など被害
　状況がわかるもの、減免申請書
■問い合わせ先　税務課 ( 内線 1133)

障害福祉サービスなどの減免　　

　障害福祉サービス、障害児通所支援、障害児入所
支援、自立支援医療、補装具費、肢体不自由児通所
医療、障害児入所医療または療養介護医療を利用さ
れている場合、利用料を減免できる場合があります。
詳細は問い合わせてください。
■問い合わせ先　福祉課（内線 1275）

交付手数料の免除　　

■対象　住民票、戸籍、印鑑証明書、所得証明書、
　納税証明書、印鑑登録証カード、マイナンバーカ
　ード、通知カードの再交付手数料
＊罹災（届出）証明書の交付を受け、必要な各種手
　続きに使用する場合及びカードを紛失・損傷した
　ため再交付する場合に限ります。
＊コンビニ証明書交付サービスは適用外です。
■持ち物　罹災（届出）証明書、本人確認書類（運
　転免許証など）、印鑑登録証カード、損傷したカ
　ード
■問い合わせ先　市民課（内線 1216）、税務課（内
　線 1141）、債権管理課（内線 1121）

　
こ
の
た
び
の
台
風
19
号
で
被

災
さ
れ
た
皆
様
に
心
か
ら
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

大
雨
の
影
響
で
千
曲
川
や

そ
の
支
流
が
あ
ふ
れ
た
た
め
、

市
内
各
所
で
、
床
上
浸
水
が

１
３
１
０
戸
、
床
下
浸
水
が

７
９
１
戸
（
10
月
15
日
現
在
）

発
生
し
ま
し
た
。
特
に
埴
生
・

屋
代
地
区
で
は
霞か

す
み
て
い堤

に
千
曲
川

の
水
が
逆
流
し
、
初
め
て
市
街

地
に
流
入
、
大
き
な
被
害
が
出

ま
し
た
。

　
市
で
は
、
姉
妹
都
市
を
は
じ

め
他
自
治
体
や
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
市
民
の
皆
様
の
ほ
か
、

企
業
や
各
種
団
体
、
多
く
の
関

係
機
関
な
ど
か
ら
支
援
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
心
よ
り
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
い
ま
だ
に
多
く
の
皆
様
が
不

安
な
日
々
を
お
過
ご
し
の
こ
と

と
存
じ
ま
す
が
、
現
在
、
市
民

の
皆
様
の
生
活
再
建
に
全
力
で

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。　
　

　
一
日
で
も
早
く
、
市
民
の
皆

様
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ

う
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
千
曲
市
長　
岡
田
昭
雄

～被災された方へ各種支援のお知らせ～



5　　市報千曲　令和元年 11 月 市報千曲　令和元年 11 月　　4

■
調
査
日　

　
平
成
31
年
４
月
18
日（
木
）

■
対
象
者

○
小
学
校
６
年
生

　
市
内
９
小
学
校 
５
０
８
人

○
中
学
校
３
年
生

　
市
内
４
中
学
校 

４
９
０
人
～

４
９
２
人（
教
科
に
よ
り
参
加

生
徒
数
が
異
な
る
た
め
）

■
調
査
内
容

○
教
科
に
関
す
る
調
査

○
生
活
習
慣
や
学
習
習
慣
な
ど
に

関
す
る
児
童
生
徒
質
問
紙
調
査

教科に関する調査の結果

　
市
で
は
、
児
童
・
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
基
礎
学
力
の
定
着
状
況
を

把
握
し
、
学
力
向
上
に
向
け
た
授
業
改
善
や
学
習
指
導
に
役
立
て
る

た
め
、全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
結
果
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
調
査
結
果
は
児
童
・
生
徒
の
学
力
の
特
定
の
一
部
分

で
あ
り
、
学
校
に
お
け
る
教
育
活
動
の
一
側
面
を
と
ら
え
た
も
の
で

す
。

教
科
に
関
す
る
調
査

■
調
査
科
目　
国
語
、
算
数
・
数

学
、英
語

＊
昨
年
度
ま
で
は
、
主
と
し
て

「
知
識
に
関
す
る
問
題
」と「
活

用
に
関
す
る
問
題
」に
分
か
れ

て
い
ま
し
た
が
、
本
年
度
よ
り

「
知
識
」「
活
用
」の
一
体
型
問

題
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

■
調
査
結
果　
下
表
の
と
お
り

　
「
教
科
別
平
均
正
答
率
」
は
、

全
国
や
長
野
県
の
公
立
小
・
中
学

校
の
平
均
値
を
比
較
し
て
い
ま

す
。

　
「
結
果
の
概
要
」
は
、
市
の
状

況
を
中
心
に
記
述
し
て
い
ま
す
。

全 国 学 力 ・ 学 習 状 況 調 査 の
結 果 を 公 表 し ま す
■問い合わせ先　教育総務課（内線 4111）

調査科目 教科別平均正答率 結果の概要

小学校
６年生

国語 全国・長野県よりやや上回る
・話し手の意図を捉えながら聞き、話の展開に沿って、自分の理    
  解を確認するための質問をすることはできています。
・情報を相手に分かりやすく伝えるための記述の仕方の工夫を
  捉えることに課題があります。

算数 全国・長野県と同程度
・示された減法に関して成り立つ性質を基にした計算の仕方を
  解釈し、与えられた式の計算に適用することができています。
・ 示された計算の仕方を解釈し、減法の場合を基に、除法に関し   
  て成り立つ性質を記述することに課題があります。

中学校
３年生

国語 全国・長野県と同程度

・話し合いの話題や方向を捉えることはできています。
・自分が伝えたいことについて資料の中から根拠となる情報を  
  取り出して正確に書くことはできていますが、自分が伝えた 
  いことの根拠として読み手に分かりやすいように書くことに
  課題があります。

数学 全国・長野県と同程度
・平行移動の意味について理解しています。
・与えられた説明を振り返って考え、式変形の目的を捉えるこ
  とに課題があります。

英語 全国・長野県と同程度

・日常的な話題について、情報を正確に聞き取ることはできて
  います。
・社会的な話題について、まとまりのある文章を読み、書き手が 
  最も伝えたいことなど大切な部分をとらえることに課題があ
  ります。

今
後
の
対
応
に
つ
い
て

■
各
学
校

・
毎
年
、
調
査
実
施
後
、
早
期
に
自
校
の
調

査
結
果
を
全
職
員
で
採
点
、
分
析
、
考
察

し
、
こ
れ
ま
で
の
指
導
の
成
果
と
課
題
を

明
確
に
し
た
う
え
で
改
善
策
、
向
上
策
を

策
定
し
ま
す
。

・
基
本
的
な
生
活
習
慣
や
学
習
習
慣
の
確
立

が
学
力
の
定
着
、
向
上
を
図
る
う
え
で
重

要
で
あ
る
と
の
認
識
に
立
ち
、
家
庭
学
習

内
容
を
見
直
し
、
家
庭
学
習
の
仕
方
を
指

導
し
、
家
庭
と
連
携
し
て
生
活
・
学
習
習

慣
の
改
善
に
向
け
た
取
り
組
み
に
努
め
ま

す
。

・
児
童
生
徒
個
々
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
個

別
懇
談
会
な
ど
を
通
じ
て
伝
え
る
と
と
も

に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
に
応
じ
た
学
習
指

導
を
適
切
に
行
な
っ
て
い
き
ま
す
。

■
市
学
力
向
上
推
進
委
員
会

・『
千
曲
市
小
中
学
校「
全
国
学
力
・
学
習
状

況
調
査
結
果
の
分
析
の
手
引
き
」』を
基

に
し
た
各
校
の
分
析
、
考
察
、
改
善
策
の

策
定
な
ど
を
推
進
、
支
援
し
、
市
内
小
中

学
校
の
授
業
改
善
、
児
童
生
徒
の
生
活
改

善
な
ど
に
生
か
し
ま
す
。

■
教
育
委
員
会

・
学
校
の
状
況
に
応
じ
必
要
な
指
導
や
支
援

を
行
な
う
と
と
も
に
、
教
職
員
の
研
修
や

配
置
な
ど
、
教
育
施
策
の
充
実
に
努
め
ま

す
。

生
活
習
慣
や
学
習
習
慣
な
ど
に
関

す
る
児
童
生
徒
質
問
紙
調
査

■
調
査
結
果　
下
表
の
と
お
り
で

　
す
。
平
成
30
年
度
と
比
較
す
る

　
と
、
改
善
が
図
ら
れ
た
項
目
が

　
あ
る
一
方
、
数
値
が
下
が
っ
て

　
い
る
項
目
も
み
ら
れ
、
課
題
が

　
あ
り
ま
す
。

●
生
活
習
慣　
「
毎
日
朝
食
を
と

る
」と
い
う
基
本
的
な
生
活
習

慣
は
、
昨
年
度
に
比
べ
て
増
加

し
、ほ
ぼ
良
好
な
結
果
で
す
。

●
余
暇
利
用　
「
読
書
は
好
き
で

す
か
」の
問
い
は
、
一
昨
年
度

の
質
問
紙
に
あ
り
ま
し
た
が
、

「
当
て
は
ま
る
」と
答
え
た
児

童
・
生
徒
は
減
少
し
ま
し
た
。

●
地
域
と
の
つ
な
が
り　
「
今
住
ん

で
い
る
地
域
の
行
事
に
参
加
し

て
い
ま
す
か
」の
問
い
は
、
昨

年
度
に
比
べ
て「
し
て
い
る
」

と
答
え
た
児
童
・
生
徒
は
増
加

し
ま
し
た
。

●
学
習
習
慣　
小
中
学
生
と
も
平

日
２
時
間
以
上
、
家
庭
で
の
学

習
時
間
を
確
保
し
て
い
る
人
が

増
加
し
ま
し
た
。

生活習慣や学習習慣などに関する調査の主な結果

区分 質問

「はい」と回答した割合
（ ）は30年度

＊余暇利用のみ29年度 全国との比較
小学校６年生 中学校３年生

生活習慣 朝食を毎日食べて
いますか

89.6
（89.5）

85.1
（83.2）

全国と比べて、小６児童、中３生徒ともやや上
回っています。

余暇利用 読書は好きですか 45.9
（52.9）

41.8
（46.0）

全国と比べて、小６児童は同程度、中３生徒は
やや下回っています。

地域との
つながり

今住んでいる地域
の行事に参加して
いますか

62.6
（61.0）

44.8
（39.6）

全国と比べて、小６児童、中３生徒とも上回っ
ています。

学習環境 平日２時間以上勉
強していますか

27.5
（21.2）

31.0
（25.2）

全国と比べて、小６児童は同程度、中３生徒は
下回っています。
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学 校 へ の エ ア コ ン 設 置

■問い合わせ先　教育総務課（内線4112）

小中学 校 214 教 室 に

工 事 が 完 了 し ま し た

　
小
中
学
校
の
熱
中
症
対
策
及
び

快
適
な
学
習
環
境
の
確
保
の
た
め
、

４
月
か
ら
着
手
し
た
エ
ア
コ
ン
設

置
工
事
が
10
月
末
で
完
了
し
ま
し

た
。

　
小
中
学
校
の
普
通
教
室
や
理
科

室
、
美
術
室
、
被
服
室
な
ど
の

２
１
４
教
室
に
設
置
を
し
、
一
部

の
学
校
で
は
９
月
上
旬
か
ら
使
用

を
開
始
し
ま
し
た
。

　
エ
ア
コ
ン
は
設
置
さ
れ
ま
し
た

が
、
ゴ
ー
ヤ
な
ど
の
グ
リ
ー
ン
カ

ー
テ
ン
の
設
置
や
よ
し
ず
な
ど
で
、

室
温
の
上
昇
を
抑
え
る
た
め
の
工

夫
も
継
続
し
な
が
ら
、
効
率
的
に

使
用
し
て
い
き
ま
す
。

　
市
で
は
、
平
成
22
年
２
月
に
「
信

州
千
曲
ブ
ラ
ン
ド
」
認
定
制
度
を
創

設
し
、
市
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
と
地

元
商
品
の
販
売
促
進
を
図
っ
て
い
ま

す
。
な
お
、
こ
の
制
度
は
、
２
年
ご

と
募
集
・
更
新
を
し
て
い
ま
す
。
今

回
は
「
加
工
食
品
」
を
対
象
に
募
集

を
し
ま
す
。

■
認
定
対
象
商
品

　
次
の
す
べ
て
の
条
件
を
満
た
す
商　
　

　
品
で
あ
る
こ
と

○
市
内
で
製
造
さ
れ
た
加
工
食
品
、　　
　

　
ま
た
は
市
内
で
生
産
さ
れ
た
原
料　
　
　

　
を
使
用
し
た
加
工
食
品

○
市
内
に
本
店
ま
た
は
主
な
事
業
所　

　
な
ど
を
有
す
る
も
の
が
、
自
社
製

　
品
と
し
て
市
販
す
る
も
の

○
食
品
関
係
法
規
な
ど
の
法
令
に
違

　
反
し
て
い
な
い
も
の

○
千
曲
市
の
イ
メ
ー
ジ
を
著
し
く
損

　
な
う
恐
れ
の
な
い
も
の

○
千
曲
市
内
ま
た
は
国
内
で
生
産
さ　

　
れ
た
原
材
料
を
使
用
し
て
い
る
も　

　
の
（
た
だ
し
調
味
料
は
除
く
）

＊
使
用
す
る
原
材
料
の
基
準
は
問
い　

　
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
間

　
11
月
１
日
（
金
）
～
29
日
（
金
）

■
応
募
方
法　

　
認
定
申
請
書
な
ど
必
要
書
類
に
記　

　
入
の
う
え
、
観
光
交
流
課
に
直
接

　
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
書
類
一
式
は
観
光
交
流
課
の
窓
口　

　
ま
た
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

　
取
得
で
き
ま
す
。

■
提
出
書
類

〇
信
州
千
曲
ブ
ラ
ン
ド
認
定
申
請
書　

　
（
様
式
第
１
号
）

〇
信
州
千
曲
ブ
ラ
ン
ド
認
定
申
請
商

　
品
調
書
（
様
式
第
２
号
）

〇
信
州
千
曲
ブ
ラ
ン
ド
認
定（
更
新
）

　
に
係
る
誓
約
書
（
様
式
第
３
号
）

〇
食
品
営
業
許
可
指
令
書
ま
た
は
こ

　
れ
に
類
す
る
も
の

〇
申
請
産
品
に
関
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ　

　
ト

〇
Ｆ
Ｃ
Ｐ
展
示
会
・
商
談
会
シ
ー
ト

■
審
査　

　
千
曲
ブ
ラ
ン
ド
推
進
協
議
会
ブ
ラ　

　
ン
ド
認
定
審
査
部
会
で
、
審
査
を

　
行
な
い
ま
す
。
審
査
結
果
は
、
令

　
和
２
年
２
月
頃
に
申
請
者
に
通
知

　
し
、
市
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

　
で
発
表
す
る
予
定
で
す
。

■
認
定
商
品
の
Ｐ
Ｒ
内
容

〇
市
内
外
へ
の
展
示
会
及
び
販
売
会

　
へ
の
参
加

〇
市
報
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
信
州　

　
千
曲
ブ
ラ
ン
ド
認
定
商
品
パ
ン
フ

　
レ
ッ
ト
へ
の
掲
載

■
問
い
合
わ
せ
先　

観
光
交
流
課（
内

　
線
３
２
９
４
）

▲

現
在
、
１
５
５
品
目
が
認
定
さ
れ
て
い

　
る
「
信
州
千
曲
ブ
ラ
ン
ド
」

「
信
州
千
曲
ブ
ラ
ン
ド
認
定
商
品
」
を
募
集
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

～
1 1
月
１
日

（
金
）
か
ら
募
集
開
始
～

加
工
食
品
を
対
象
に

市政トピックス

ハ ン ガ リ ー ワ イ ン ＆ 音 楽 の

■問い合わせ先　生涯学習課（内線4113）

今 年 で12回目の開 催

夕 べ 2 0 1 9 を 開 催 し ま し た

　
市
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
ホ
ス
ト

タ
ウ
ン
と
し
て
、
市
民
交
流
を
深

め
る
た
め
、
千
曲
市
ハ
ン
ガ
リ
ー

友
好
協
会
と
「
ハ
ン
ガ
リ
ー
ワ
イ

ン
＆
音
楽
の
夕
べ
２
０
１
９
」
を

10
月
６
日
に
上
山
田
文
化
会
館
で

開
き
ま
し
た
。

　
参
加
者
約
80
人
は
「
ジ
プ
シ
ー

音
楽
」
の
バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
古
舘

由
佳
子
さ
ん
が
奏
で
る
音
色
を
聴

き
な
が
ら
ハ
ン
ガ
リ
ー
ワ
イ
ン
を

味
わ
い
ま
し
た
。

　
千
曲
市
ハ
ン
ガ
リ
ー
友
好
協
会

長
の
髙
久
景
子
さ
ん
（
若
宮
）
は

「
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会

を
き
っ
か
け
に
、
市
が
ハ
ン
ガ

リ
ー
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
に
な
っ
た

こ
と
を
受
け
て
、
相
互
交
流
を
盛

り
上
げ
て
い
き
た
い
で
す
」
と
話

し
ま
し
た
。

　

市
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
卓
球
連

盟
と
平
成
30
年
11
月
14
日
に
、

２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会

の
事
前
合
宿
に
向
け
た
協
定
を
締

結
し
て
い
ま
す
。
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（４）職員の初任給（Ｈ30.4.1現在）
区　　分 千曲市 長野県 国

一般行政職 大学卒業者 17万9,200円 18万9,200円 17万9,200円
高校卒業者 14万7,100円 15万4,200円 14万7,100円

＊初任給は、試験採用に係るものです。

（７）職員手当

区　分 千曲市 国
期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当

6月期 1.225月分 0.9月分 1.225月分 0.9月分
12月期 1.375月分 0.95月分 1.375月分 0.95月分
合　計 2.60月分 1.85月分 2.60月分 1.85月分

（７－１）期末・勤勉手当

＊職制上の段階、職務の級などによる加算措置があります。

区　分 千曲市 国
自己都合 勧奨・定年 自己都合 勧奨・定年

勤続20年 19.6695月分 24.586875月分 19.6695月分 24.586875月分
勤続25年 28.0395月分 33.27075月分 28.0395月分 33.27075月分
勤続35年 39.7575月分 47.709月分 39.7575月分 47.709月分

最高限度額 47.709月分 47.709月分 47.709月分 47.709月分

（７－２）退職手当

＊そのほかの措置として特例給料月額制度があります。

＊「千曲市一般職の職員の給与に関する条例」に基づく給料表の級区分による職員数です。
＊標準的な職務内容は、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

区　分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級
合計標準的な

職務内容 主事・技師 主任 主査 係長・
企画主査 主幹・技幹 課長・

副参事 部長・参与

職員数（人） 63 112 107 123 12 41 11 469
構成比（％） 13.4 23.9 22.8 26.2 2.6 8.7 2.4 100

（６）級別職員数（Ｈ30.4.1現在）

区　　分 経験年数7年以上10年未満 経験年数10年以上15年未満 経験年数15年以上20年未満

一般行政職 大学卒業者 23万4,600円　　　 25万4,700円　　　 31万8,500円
高校卒業者 20万3,600円　　　 22万1,400円　　　 28万4,900円

技能労務職 高校卒業者 ― 20万5,800円　　　 24万7,600円

（５）職員の経験年数別・学歴別平均給料額（Ｈ30.4.1現在）

＊経験年数とは、卒業後直ちに採用され、引き続き勤務している場合は、採用後の年数をいいます。

区　　分 全職種
支給総額（一般会計） 55万3,650円

手当の種類（手当数） 12種

代表的
な手当
の名称

１件当たり
の支給額が
多い手当

行路死病人取
扱手当、福祉業
務手当、浄化槽
管理手当、下水
道管理手当、清
掃等作業手当

多くの職員
に支給され
ている手当

用地交渉手当、
福祉業務手当、
清掃等作業手
当、保健指導手
当、下水道管理
手当

（７－３）特殊勤務手当

区　分 内　　容 国の制度
との同異

扶養手当 扶養親族のある職員に支給さ
れます。

同じ

住居手当
借家または借間に居住し、一
定額を超える家賃を支払って
いる職員に支給されます。

通勤手当
通勤のために交通機関などを
利用して、その運賃などを負
担することを常例とする職員
に支給されます。

宿日直手当
週休日・祝日などに３庁舎の
日直業務に従事した職員に支
給されます。

（７－５）そのほかの手当
支給総額 職員１人当たり支給年額

9,157万円 24万2,250円

（７－４）時間外勤務手当（一般会計）

（８）特別職の報酬など（Ｈ30.4.1現在）
区　　分 月　　額

給　料
市　長          86万円
副市長  70万2,000円
教育長  60万9,000円

報　酬
議　長  44万5,000円
副議長 　　　37万円
議　員  34万5,000円

（３）職員の平均給料 ･ 平均給与月額・平均年齢（Ｈ30.4.1現在）
一般行政職 技能労務職

平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢
30万9,946円 35万9,575円 41歳8月 26万8,847円 29万1,052円 46歳1月

＊一般行政職とは、税務職員・保育士・保健師・栄養士・企業職員（水道・下水道）・技能労務職などを除いた
職員をいいます。技能労務職とは、調理技手などをいいます。

＊給与月額とは、給料月額に扶養手当、寒冷地手当、住居手当、管理職手当を加えた額です。

■
問
い
合
わ
せ
先　
総
務
課（
内
線
４
１
４
１
）

＊人件費とは、特別職の給料や報酬、職員の給料・手当・共済費・災害補償費などです。
＊特別職とは、市長・副市長・市議会議員・農業委員会委員・教育委員会委員・監査委員・選挙管理委員会委

員・公平委員会委員・消防団員及び各種審議会委員などをいいます。

職　種 Ｈ30.4.1現在 退職者などの数 採用者などの数 Ｈ31.4.1現在
一般事務職 328 18 19 329

技術職 36 2 3 37
保健師 19 0 0 19
保育士 69 3 4 70

技能労務職 17 0 0 17
合　計 469 23 26 472

住民基本台帳人口
（Ｈ31.3.31現在） 歳出額（Ａ） 実質収支 人件費（Ｂ） 人件費率

（Ｂ／Ａ）
6万613人 281億8,863万6千円 6億2,660万5千円 38億4,221万3千円 13.6%

職員数
(A)

給　与　費   １人当たりの
給与費（Ｂ／Ａ）給　料 職員手当 期末・勤勉手当 計 （Ｂ）

453人 16億3,692万3千円 3億407万2千円 6億5,564万8千円 25億9,664万3千円 573万2千円

１．職員の任免と職員数に関する状況

（１）職員の採用・退職（Ｈ30.4.2 ～Ｈ31.4.1）

部　門 職員数（人） 増減数 所　　属30年 31年
議会事務局 6 6 0 議会事務局

総務部 78 73 ▲5
総務課、秘書広報課、財政課、税務課、債
権管理課、危機管理防災課、戸倉庁舎・
上山田庁舎市民窓口課

企画政策部 19 25 6 総合政策課、市民協働課、管財契約課、
情報政策課、新庁舎建設室

市民環境部 36 36 0 市民課、生活安全課、環境課、廃棄物対
策課

健康福祉部 79 79 0 福祉課、高齢福祉課、健康推進課、人権・
男女共同参画課

次世代支援部 84 85 1 こども未来課、保育課（保育園を含む）
経済部 32 35 3 産業振興課、農林課、観光交流課

建設部 56 55 ▲1 建設課、都市計画課、上下水道課、
地域開発推進室

教育委員会 66 64 ▲2
教育総務課、給食センター、生涯学習課、
公民館、図書館、文化課、文化会館、歴史
文化財センター、スポーツ振興課

会計課 5 6 1 会計課
監査・選挙・公平
委員会事務局 4 4 0 監査委員事務局、選挙管理委員会事務

局、公平委員会事務局
農業委員会事務局 4 4 0 農業委員会事務局

合　計 469 472 3

（２）部門別職員数 ( 各年4月1日 )

（１）人件費（平成30年度普通会計決算額）

（２）職員給与費（令和元年度普通会計当初予算額）

２．職員の給与の状況

「
千
曲
市
人
事
行
政
の
運
営
等
に
関
す
る
条
例
」に
基
づ
き
、
人
事
行
政
の
公
平
性
と
透
明
性
を

高
め
る
こ
と
を
目
的
に
、市
職
員
の
人
事
行
政
の
運
営
状
況
な
ど
を
公
表
し
ま
す
。

＊職員手当とは、扶養手当・管理職手当・時間外勤務手当・通勤手当などで、退職手当は含まれていません。

＜単位：人＞

平
成
3 0
年
度
の
市
職
員
の
給
与
や

　
　
　
　
　
　
　
　

勤
務
状
況
を
公
表
し
ま
す

市職員の給与や勤務状況を公表
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開始時刻 終了時刻 休憩時間

午前8時30分 午後5時15分 正午～午後1時

３．職員の勤務時間、そのほかの勤務条件の状況

（１）職員の勤務時間

（２）有給休暇（Ｈ30.1.1～Ｈ30.12.31）
制度の概要 平均取得日数

1年につき20日付与（付与された翌
年に限り繰越可能で、最大40日） 9.2日

（３）育児休業（Ｈ30.4.1現在）

申請件数 許可件数 内　容

86件 86件 消防団員ほか

営利企業従事制限にかかる許可
５．職員の服務の状況

分限処分者（人） 懲戒処分者（人）

免職 休職 降任 降給 計 免職 停職 減給 戒告 計

0 4 0 0 4 0 0 0 1 1

４．職員の分限と懲戒処分の状況

研修区分 講座数 受講者数 内　容

市主催研修 37 1,029人 新規採用職員研
修など

市町村職員研修セ
ンター主催研修 25 100人 法制執務研修な

ど

長野広域連合主催
職員共同研修 1 3人 ごみ処理施設視

察研修

専門研修 307 1,270人 情報セキュリテ
ィ研修など

合　計 370 2,402人

６．職員の研修の状況

区　分 認定件数

公務災害 3件

通勤災害 0件

健康診断の種類 受診者数

定期健康診断 234人

人間ドック 233人

（１）職員の定期健康診断
７．職員の福祉と利益の保護の状況

（２）公務災害補償の認定状況

８．勤務条件に関する措置の要求の状況

　　　　　　  要求件数　なし（３）職員互助会の設置

＊分限処分とは、職員がその職責を十分に果たすこ
とができない場合に行なわれる処分で、公務能率
の維持を目的として行なわれます。

＊懲戒処分とは、職員の一定の義務違反に対する道
義的責任を問うための処分で、公務における規律
と秩序を維持することを目的として行なわれます。

地方公務員法第 42 条に基づく職員の保健、元気回
復そのほか厚生に関する事項を実施するために、千曲
市職員互助会を設置し、保健、教養、体育などの事業
を行なっています。

職員互助会は、職員の掛け金（毎月給料月額の
1,000 分の 4.5）で運営されています。

取得者
数

取得期間

３か月以内 ３～６か月 ６～12か月 １～３年

13人 2人 1人 4人 6人

９．不利益処分に関する不服申し立ての状況

　　　　　　  申し立て件数　なし

市職員の給与や勤務状況を公表

臨
時
職
員

（
税
務
課

一
般
事
務
）　

を
募
集

■
募
集
人
数　
若
干
名

■
募
集
要
件　
市
内
在
住
で
パ
ソ

コ
ン
操
作
が
で
き
る
人

■
勤
務
場
所　
税
務
課

■
勤
務
期
間　
令
和
２
年
１
月
～

４
月（
４
か
月
間
）

■
勤
務
日
数　
15
日
／
月

■
勤
務
時
間　
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分

＊
４
月
か
ら
は
会
計
年
度
任
用
職

員
と
な
る
た
め
、
勤
務
条
件
が

変
更
に
な
り
ま
す
。
詳
細
は
面

接
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
賃
金　
日
額
６
５
９
０
円

■
応
募
方
法　
市
販
の
履
歴
書

に
記
入
の
う
え
、
11
月
21
日

（
木
）ま
で
に
直
接
持
参
す
る

か
、郵
送（
当
日
消
印
有
効
）し

て
く
だ
さ
い
。

■
面
接
試
験　
12
月
上
旬

＊
詳
細
は
応
募
者
に
通
知
し
ま

す
。

■
郵
送

・
問
い
合
わ
せ
先　

税
務

課（
〒
３
８
７

－

８
５
１
１ 

千

曲
市
杭
瀬
下
二
丁
目
１
番
地
、

内
線
１
１
４
１
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
利
用
拡
大

●
健
康
保
険
証
と
し
て
利
用
可
能
に　
　
　

　

 

な
り
ま
す

　
令
和
３
年
３
月
か
ら
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
健
康
保
険
証
利
用
の

本
格
運
用
が
開
始
さ
れ
、
令
和
４
年

度
中
に
は
お
お
む
ね
全
て
の
医
療
機

関
で
利
用
が
で
き
る
こ
と
に
な
り
便

利
に
な
り
ま
す
。

●
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト

　
国
で
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

活
用
し
た
消
費
活
性
化
策
と
し
て
、

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
制
度
を
令
和
２
年

度
実
施
に
向
け
検
討
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
民
間
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決

済
手
段
に
一
定
額
を
前
払
い
な
ど
し

た
人
に
、
国
が
ポ
イ
ン
ト
を
上
乗
せ

し
て
付
与
す
る
も
の
で
す
。

●
旧
姓

（
旧
氏
）
併
記
が
可
能
に
な

　

 

り
ま
す

　
11
月
５
日
（
火
）
か
ら
、
女
性
活

躍
推
進
を
目
的
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
（
署
名
用
電
子
証
明
書
含

む
）・
通
知
カ
ー
ド
・
住
民
票
・
印

鑑
登
録
証
明
書
に
旧
姓
併
記
（
氏
名

に
加
え
て
旧
姓
を
表
記
）
が
可
能
に

な
り
ま
す
（
住
民
票
の
み
併
記
な
ど

の
選
択
不
可
）。　

　
社
会
に
お
い
て
旧
姓
を
使
用
し
な

が
ら
活
動
す
る
人
が
、
さ
ま
ざ
ま
な

場
面
で
旧
姓
を
使
用
し
や
す
く
す
る

た
め
の
も
の
で
す
。

■
申
請
開
始
日　
11
月
５
日
（
火
）

■
申
請
場
所　
市
民
課

■
持
ち
物　

〇
記
載
を
希
望
す
る
旧
姓
の
記
載
の　

　
あ
る
も
の
か
ら
、
現
在
ま
で
の
連　

　
続
し
た
戸
籍
謄
・
抄
本

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
は
お
早
め
に

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、
本
人
確
認
の
た
め
の
身
分
証
明
書
、
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
住
民
票
や
戸
籍
な
ど
証
明
書
の
取
得
、
子
育
て
に
関

す
る
手
続
き
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
で
き
る
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
な
ど
に
利
用

で
き
ま
す
が
、
今
後
そ
の
利
活
用
範
囲
が
さ
ら
に
拡
充
さ
れ
ま
す
。

　

利
用
拡
大
の
開
始
時
期
が
近
づ
く
と
、
カ
ー
ド
の
交
付
申
請
が
混
み
あ
い
、

申
請
か
ら
交
付
ま
で
通
常
よ
り
日
数
が
か
か
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で

早
目
の
申
請
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
方
法

　
郵
送
、パ
ソ
コ
ン
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
、
ま
ち
な
か
の
証
明
写
真
機
、
市

役
所
な
ど
で
申
請
が
で
き
ま
す
。

　
詳
細
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
市
民
課
（
内
線

　
１
２
１
６
）　

〇
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た
は
通　

　
知
カ
ー
ド

〇
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
な　

　
ど
）
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一
般
健
康
診
査
を
受
診
し
ま
し
ょ
う

　
一
般
健
診
は
、
加
入
し
て
い
る
医

療
保
険
に
関
わ
ら
ず
受
診
が
可
能
で

す
。
特
に
、
子
ど
も
の
頃
の
健
診
や

学
校
健
診
、
妊
婦
健
診
な
ど
で
、
尿

た
ん
ぱ
く
や
尿
糖
が
出
た
こ
と
の
あ

る
人
、
血
圧
が
高
い
と
言
わ
れ
た
こ

と
の
あ
る
人
は
、
年
１
回
の
健
診
は

必
須
で
す
。

　
今
年
度
の
健
診
を
申
し
込
ん
で
な

い
人
は
、
電
話
で
申
し
込
み
が
で
き

ま
す
。
１
年
に
１
回
健
診
を
受
け
て

健
康
状
態
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

■
日
時

・
会
場　

〇
12
月
10
日
（
火
）
午
前
９
時
～
11

　
時
30
分
、午
後
１
時
～
３
時
30
分・

　
市
役
所
２
階
保
健
セ
ン
タ
ー

〇
12
月
13
日
（
金
）
午
前
９
時
～
11

　
時
30
分
、
午
後
１
時
～
３
時
・
戸

　
倉
創
造
館

■
対
象
者　
今
年
度
20
歳
～
39
歳
に　

　
な
る
人　

＊
今
年
度
40
歳
～
74
歳
に
な
る
人
は　

　
特
定
健
康
診
査
の
対
象
で
す
。

■
健
診
費
用　
２
８
０
０
円

■
内
容　
身
体
計
測
（
身
長
、
体
重
、

　
腹
囲
）、
問
診
、
血
圧
測
定
、
検

　
尿
（
た
ん
ぱ
く
、
糖
、
潜
血
）、

　
血
液
検
査
（
中
性
脂
肪
、Ｈ
Ｄ
Ｌ・

　
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
血
糖
、

　
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
Ａ
１
ｃ
、
Ｇ
Ｏ
Ｔ
、

　
Ｇ
Ｐ
Ｔ
、
γ-

Ｇ
Ｔ
Ｐ
、
尿
酸
、

　
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
、
ヘ
マ
ト
ク
リ
ッ

　
ト
、
血
色
素
、
赤
血
球
）、
診
察

■
健
診
機
関　
千
曲
中
央
病
院

■
申
込
方
法　
12
月
３
日
（
火
）
ま　

　
で
に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ　
　

　
い
。

■
申
込

・
問
い
合
わ
せ
先　
健
康
推　

　
進
課
（
内
線
２
１
０
２
）

特
定
健
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う

　
生
活
習
慣
病
の
多
く
は
、
進
行
し

て
も
自
覚
症
状
が
あ
り
ま
せ
ん
。
特

に
、
慢
性
腎
臓
病
（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）
は
重

症
化
し
て
透
析
直
前
に
な
る
ま
で
症

状
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
自
覚
症
状
に

頼
る
と
発
見
が
遅
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

Ｃ
Ｋ
Ｄ
の
早
期
発
見
の
た
め
に
、
平

成
28
年
度
よ
り
尿
検
査
に
尿
中
た
ん

白
量
を
測
定
す
る
「
尿
た
ん
白
定
量

検
査
」
を
追
加
し
ま
し
た
。
従
来
の

検
査
よ
り
尿
中
の
た
ん
白
出
現
が
詳

し
く
分
か
る
検
査
で
す
。
今
年
度
、

健
診
を
受
け
て
い
な
い
人
は
、
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者　
40
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の　

　
国
民
健
康
保
険
加
入
者

＊
令
和
２
年
３
月
ま
で
に
人
間
ド
ッ

　
ク
を
受
診
す
る
人
は
、
特
定
健
診

　
の
受
診
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

■
期
日

・
会
場

〇
12
月
２
日
（
月
）・
市
役
所
２
階

　
保
健
セ
ン
タ
ー

〇
12
月
３
日
（
火
）・
戸
倉
創
造
館

〇
令
和
２
年
２
月
５
日
（
水
）・
市　

　
役
所
２
階
保
健
セ
ン
タ
ー

■
内
容　
身
体
計
測
（
身
長
、
体
重
、　

　
Ｂ
Ｍ
Ｉ
、
腹
囲
）、
血
圧
測
定
、　

　
検
尿
（
た
ん
ぱ
く
、
糖
、
潜
血
）

　
血
液
検
査
（
中
性
脂
肪
、Ｈ
Ｄ
Ｌ・

　
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
血
糖
、

　
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
Ａ
１
ｃ
、
Ｇ
Ｏ
Ｔ
、

　
Ｇ
Ｐ
Ｔ
、
γ-

Ｇ
Ｔ
Ｐ
、
尿
酸
、

　
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
、
ヘ
マ
ト
ク
リ
ッ

　
ト
、
血
色
素
）、
心
電
図
（
希
望

　
者
の
み
）

■
費
用　
１
０
０
０
円

■
健
診
機
関　

〇
Ｊ
Ａ
長
野
県
厚
生
連
健
康
管
理
セ　

　
ン
タ
ー
（
12
月
）

〇
千
曲
中
央
病
院
（
２
月
）

■
申
込

・
問
い
合
わ
せ
先　
健
康
推

　
進
課
（
内
線
２
１
０
２
）

　
購
入
引
換
券
の
交
付
申
請
が
締
切

間
近
と
な
り
ま
し
た
。
購
入
希
望
者

は
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
交
付
申
請
書
は
、
８
月
１
日
に
商

品
券
購
入
の
対
象
と
な
る
課
税
者
に

扶
養
さ
れ
て
い
な
い
住
民
税
非
課
税

の
人
な
ど
に
送
付
し
て
い
ま
す
。

■
商
品
券
の
メ
リ
ッ
ト

○
商
品
券
は
１
冊
４
０
０
０
円
で
販

　
売
し
、
５
０
０
円
の
10
枚
つ
づ
り

　
で
５
０
０
０
円
分
使
え
ま
す
。

○
商
品
券
は
、
市
内
２
３
６
店
舗
で

　
使
用
で
き
ま
す（
９
月
27
日
現
在
）。

＊
商
品
券
取
扱
店
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ

　
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
（
随
時

　
更
新
）。

■
商
品
券
の
販
売
場
所

○
市
内
11
郵
便
局
（
簡
易
郵
便
局
を

　
除
く
）、
市
役
所
売
店

＊
購
入
引
換
券
で
１
人
５
回（
５
冊
）

　
ま
で
購
入
で
き
ま
す
。

＊
商
品
券
の
代
理
購
入
や
代
理
使
用

　
も
可
能
で
す
。

■
申
請
締
切
日　
11
月
20
日
（
水
）

■
商
品
券
購
入
期
限　
令
和
２
年
２

　
月
28
日
（
金
）

■
商
品
券
使
用
期
限　
令
和
２
年
２

　
月
29
日
（
土
）

■
注
意
事
項

○
申
請
後
に
商
品
券
を
買
う
た
め
の

　
購
入
引
換
券
（
再
発
行
不
可
）
を

　
送
付
し
ま
す
。

○
商
品
券
で
の
お
つ
り
の
返
金
や
未

　
使
用
商
品
券
の
払
い
戻
し
な
ど
は

　
で
き
ま
せ
ん
。

○
た
ば
こ
、
不
動
産
、
金
券
な
ど
の

　
換
金
性
の
高
い
も
の
、
電
子
マ
ネ

　
ー
な
ど
は
購
入
で
き
ま
せ
ん
。

〇
税
金
や
、
使
用
料
な
ど
の
公
租
公

　
課
の
支
払
い
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
特
殊
詐
欺
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い

　
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
に
関
連
し
、

　
市
の
職
員
な
ど
が
手
数
料
の
振
込

　
を
求
め
た
り
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
を

　
お
願
い
し
た
り
す
る
こ
と
は
絶
対

　
に
あ
り
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
福
祉
課
（
内
線

　
１
２
６
４
）　

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

（
低
所
得
者
向
け
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
交
付
申
請
は
お
済
み
で
す
か

実施
機関

（請求先）
請求
件数

公開決定の
種類・件数

全部
公開

部分
公開

非公開
（不存在を

含む）
市　長 22件 11件 ９件 2件

教育委員会 １件 ０件 １件 ０件

農業委員会 １件 0件 ０件 １件

議　会 2件 １件 １件 ０件

合　計 26件 12件 11件 3件

情報公開の状況

実施
機関

（請求先）
請求
件数

開示決定の
種類・件数

全部
開示

部分
開示

非開示（不
存在を含

む）

市　長 ２件 ０件 ２件 ０件

個人情報開示の状況

情
報
公
開
制
度

・
個
人
情
報
開
示
制
度
の

公
開

・
開
示
状
況

「
千
曲
市
情
報
公
開
及
び
個
人
情

報
保
護
に
関
す
る
条
例
」に
基
づ
く
情

報
公
開
、
個
人
情
報
開
示
の
請
求
と

そ
の
決
定
状
況
を
公
表
し
ま
す
。

公
表
す
る
の
は
、
平
成
30
年
４
月

１
日
か
ら
平
成
31
年
３
月
31
日
ま
で

の
１
年
間
に
あ
っ
た
公
開
・
開
示
状

況
で
す
。

こ
の
制
度
は
、
市
の
行
政
情
報
を

公
開
し
、
市
民
の
知
る
権
利
を
保
障

す
る
と
と
も
に
、
個
人
情
報
の
適
正

な
取
扱
い
と
個
人
の
権
利
利
益
の
保

護
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
総
務
課（
内
線

４
１
５
３
）

視覚障がい者などの皆さんに市の情報を提供するためのコードで、
専用の読み上げ装置により、活字を音声に変換できます。音声コード ……
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葛
尾
霊
園
の
使
用
希
望
者
を
募
集
し
ま
す

葛
尾
組
合
で
は
、
返
還
さ
れ
た
霊

園
区
画（
表
１
）の
使
用
者
を
募
集

し
ま
す
。

な
お
、
事
前
に
連
絡
い
た
だ
け
れ

ば
現
地
を
案
内
し
ま
す
。

■
申
込
受
付
期
間　

　
11
月
20
日（
水
）～
27
日（
水
）

＊
１
区
画
に
希
望
者
が
複
数
と
な
っ

た
場
合
は
、抽
選
と
な
り
ま
す
。

■
抽
選
日　

　
11
月
29
日（
金
）午
前
9
時
30
分

＊
抽
選
は
、
葛
尾
組
合
事
務
所
で
当

組
合
の
責
任
抽
選
と
し
て
行
な
い

ま
す
。
な
お
、
本
人
ま
た
は
親
族

な
ど
関
係
者
の
立
会
い
が
で
き
ま

す
。

＊
抽
選
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
該
当

者
へ
連
絡
し
ま
す
。

ま
た
表
1
の
霊
園
と
は
別
に
、
平

成
28
年
度
新
規
造
成
区
画（
残
り
２

区
画
）と
、募
集
済
み
返
還
区
画（
４

区
画
）の
計
６
区
画
の
使
用
者
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

こ
ち
ら
は
、
申
込
受
付
期
間
に
関

係
な
く
受
け
付
け
ま
す（
先
着
順
）。

■
使
用
者
募
集
中
の
霊
園
区
画

○
１
区
画
当
た
り
面
積
5
平
方
㍍

○
永
代
使
用
料　
42
万
円

○
管
理
料　
１
５
０
０
円
／
年

＊
６
区
画
と
も
全
て
規
格
統
一
聖
地

で
す
。

＊
詳
細
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

●
共
通
事
項

■
申
込
み
の
条
件

①
組
合
地
域
内（
千
曲
市
ま
た
は
坂

城
町
）に
住
所
を
有
す
る
人
。
な

お
、
組
合
地
域
外
居
住
者
の
購
入

に
あ
た
っ
て
は
、
組
合
地
域
内
に

住
所
を
有
す
る
代
理
人
が
必
要
で

す
。

②
申
込
み
は
１
使
用
者
に
つ
き
１
区

画
と
し
ま
す
。

③
霊
園
使
用
許
可
の
際
に
永
代
使
用

料
と
管
理
料
を
納
入
で
き
る
人
。

④
当
組
合
の
規
定
に
よ
る
墓
石
を
建

立
で
き
る
人
。

＊
設
置
基
準
な
ど
の
詳
細
は
、
直
接

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

⑤
分
譲
を
受
け
た
区
画
の
維
持
管
理

の
で
き
る
人
。

■
申
込
方
法　
「
霊
園
使
用
応
募
申

込
書
」を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
申
込
書
は
葛
尾
組
合
窓
口
に
あ
り

ま
す
。

■
業
務
時
間　

午
前
8
時
30
分
～
午

後
5
時
15
分（
土
・
日
曜
日
、
祝

日
は
除
き
ま
す
）

■
場
所　
坂
城
町
大
字
中
之
条
１
８

　
５
０
番
地

＊
上
信
越
自
動
車
道「
坂
城
イ
ン
タ

ー
」か
ら
車
で
1
分

■
申
込

・
問
い
合
わ
せ
先　

葛
尾
組

合（
℡
０
２
６
８

－

８
２

－

２
３

　
４
９
、FAX
０
２
６
８

－

８
２

－

１

　
２
０
４
）

聖地名 面積 永代使用料 管理料／年 建立歴
和式２号聖地　108

９㎡ 45 万円 2,000 円

無

和式２号聖地　123

和式３号聖地　55 号 40

6㎡ 30 万円

1,500 円

和式３号聖地　55 号 225

和式３号聖地　55 号 229

和式３号聖地　63 号 18

和式３号聖地　63 号 67

規格統一聖地 D-5（黒碑石）

5㎡ 42 万円

規格統一聖地 S-3（黒碑石）
有

規格統一聖地 18-59（白碑石）

規格統一聖地 28-21（白碑石）
無

規格統一聖地 28-53（白碑石）

芝生　90

6㎡ 16 万円 有芝生　93

芝生　127

表１ 返還された霊園（15区画）

＊規格統一聖地は、墓石の色・大きさなどが統一の規格となります。
＊芝生聖地は、墓石の高さ・大きさなどに制限があるとともに、囲障の設置及び

樹木の植込みはできません。
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 お知らせ・募集・催し物

 ℡ 026-273-1111（代表）

知

せ

ら

お
屋
外
広
告
物
禁
止
物
件
一
斉
点
検

市
は
、
9
月
4
日
に
半
田
広
告

（
雨
宮
）と
協
力
し
、
屋
代
駅
前
通

り
・
粟
佐
地
区
の
屋
外
広
告
物
禁
止

物
件
の
一
斉
点
検
を
行
な
い
ま
し

社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

の
控
除
証
明
書
を
郵
送

国
民
年
金
保
険
料
は
、
自
身
の
保

険
料
と
家
族
の
保
険
料
を
支
払
っ
た

分
も
合
わ
せ
て
全
額
が
社
会
保
険
料

控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

控
除
証
明
書
は
、
1
月
か
ら
9
月

末
ま
で
に
納
付
し
た
人
に
は
11
月
上

灯
油
漏
れ
に
注
意

こ
れ
か
ら
の
時
期
は
石
油
ス
ト
ー

ブ
な
ど
の
暖
房
機
器
の
使
用
が
増
え

ま
す
。
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
か
ら
の
灯
油

漏
れ
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

灯
油
を
入
れ
る
際
は
そ
の
場
を
離

れ
ず
、
入
れ
終
わ
っ
た
ら
確
実
に
栓

を
閉
め
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ホ
ー

ム
タ
ン
ク
や
ポ
リ
タ
ン
ク
に
破
損
が

な
い
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

も
し
、
灯
油
漏
れ
の
事
故
が
あ
っ

た
場
合
は
至
急
、
最
寄
り
の
消
防
署

と
市
役
所
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

■
連
絡

・
問
い
合
わ
せ
先　

〇
更
埴
地
区
　
更
埴
消
防
署（
℡

０
２
６

－

２
７
４

－

０
１
１
９
）

〇
戸
倉
・
上
山
田
地
区
　
戸
倉
上
山

田
消
防
署（
℡
０
２
６

－

２
７
６

－

０
１
１
９
）

〇
環
境
課（
内
線
２
２
０
1
）

環
境
関
連
研
究
作
品
展

■
期
間
　
11
月
19
日（
火
）～
28
日

（
木
）午
前
8
時
30
分
～
午
後
5

時
■
会
場　

戸
倉
創
造
館（
11
月
25
日

（
月
）は
休
館
日
）

■
内
容
　
市
内
の
小
学
生
が
夏
休
み

に
行
な
っ
た
自
由
研
究
で
、
環
境

に
関
す
る
優
秀
な
作
品
を
展
示
し

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
　
環
境
課（
内
線

２
２
０
２
）

歯
の
検
診
、
お
急
ぎ
く
だ
さ
い

本
年
度
の
①
千
曲
市
歯
の
健
康
を

守
る
検
診
、
②
後
期
高
齢
者
歯
科
口

腔
健
診
の
実
施
期
限
が
近
づ
い
て
い

ま
す
。

早
め
に
予
約
し
、
受
診
し
ま
し
ょ

う
。

■
対
象
者

①
今
年
度
に
40
・
50
・
60
・
70
歳
に

な
る
人

②
昨
年
度
に
75
歳
に
な
っ
た
人

■
検
診
期
限
　

①
12
月
28
日（
土
）

②
12
月
30
日（
月
）

■
受
診
方
法
　
案
内
通
知
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
　

①
健
康
推
進
課（
内
線
２
１
１
２
）

②
長
野
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連

合（
℡
０
２
６

－

２
２
９

－

５
３
２
０
）

　
月
納
期
の
市
税
・
使
用
料
な
ど

○
国
民
健
康
保
険
税（
5
期
分
）

○
介
護
保
険
料（
8
期
分
）

○
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料（
5
期
分
）

○
保
育
料（
11
月
分
）

○
公
共
下
水
道
使
用
料（
8
期
分
）

○
市
営
住
宅
・
駐
車
場
使
用
料
、
共

益
費（
11
月
分
）

■
納
付
期
限
　
12
月
2
日（
月
）

11

旬
に
、
10
月
か
ら
12
月
末
ま
で
に
今

年
初
め
て
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付

し
た
人
に
は
、
令
和
2
年
2
月
上
旬

に
郵
送
さ
れ
ま
す
。

年
末
調
整
や
確
定
申
告
時
に
必
要

で
す
の
で
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ

さ
い
。

■
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

　
℡
０
５
７
０

－

０
０
３

－

０
０
４

■
問
い
合
わ
せ
先
　
長
野
南
年
金

事
務
所（
℡
０
２
６

－

２
２
７

－

１
２
８
４
）

  
宝くじ助成事業を活用

お知らせ

芝原区は、宝くじの社会貢献広報事
業である「地域活動助成事業」を活用
し、公益財団法人長野県市町村振興協
会から宝くじの助成を受けて、祭典用
品ほかコミュニティ活動に必要な備品
を整備しました。
■問い合わせ先　　
　市民協働課（内線4133）

た
。市

で
撤
去
し
た
看
板
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
禁
止
物
件
に
掲
示
し
て
い
る

看
板
に
つ
い
て
、
設
置
者
に
連
絡
を

取
り
撤
去
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

県
内
で
看
板
の
落
下
事
故
が
発
生

し
て
い
ま
す
。
事
故
の
発
生
を
未
然

に
防
ぐ
た
め
に
、
古
く
な
っ
た
看
板

の
取
り
替
え
や
日
頃
の
安
全
点
検
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
　
都
市
計
画
課

（
内
線
３
２
５
２
）


